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要旨:近年 、 自分のライフスタイルにエコロジーの要素を取り込む人が増えている。

例えば、車や家電、食品など“エコ"という概念が盛り込まれている商品はもはや定番

として存在している。 それと同時に、 吉くからある日本の道具湯たんぽや風呂敷はエ

コロジーであるとして、 価値が見直 されてきている。 そして、 衣服においては天然繊

維、 天然染料を使用したモノにこだわる生活者が増え、 私自身、 化学染料を使用した

テキスタイルデ、ザインを研究する中、 その過程で出るたくさんの染色排水や化学物

質に触れる経験を通して、 より環境に負荷の少ない形でテキスタイルデ、ザインが出来

ないかと感じ、 今回の天然染料についての研究を進めてきた。

1. はじめに

本研究の目的は、 天然染料の持つ自然の色合い

を通し、 未だ確立されていない永続的かっ時代性

のあるデザインを提案することにある。 天然染料

を用いたシルクスクリーンプリント技法の研究に

より、古き長き伝統技術の新しい価値観を創出し、

現代ファッションの深化にともなう二重の発見と

提案が生まれるものと確信している。 延いては、

この研究が新しいデザイン提案のl隔を広げ、 デザ

イン教育の現場へと波及し、 次世代の クリエイタ

ー育成の一助となることを信じて疑わない。

2. 本研究の自的

近年、 自分のライフスタイルにエコロジーの

要素を取り込む人が増えていると感じる。 例え
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ば、車や家電、食品など“エコ"としづ概念が盛

り込まれている商品はもはや定番として存在

している。 それと同時に 古くからある日本の

道具、 湯たんぽや風呂敷はエコロジーであると

して価値が見直されてきている。 特に嵐呂敷は

女性の間で非常に人気のあるアイテムである。

風呂敷というと窟草模様のイメージがあるが、

今や柄の種類や包み方によって様々なアレン

ジ ができるおしゃれな布という価値観に変わ

ってきている。

また、 衣服においては、 天然繊維・天然染料

を使用したそノにこだわる生活者が増えてき

ている。 私自身、 化学染料を使用したテキス

タイルデザインを研究する中、 その過程で出る

たくさんの染色排水や化学物質に触れる経験

を通して、 より環境に負荷の少ない形でテキス

タイルデザインが出来ないかという想いがあ



ったことから、 今出の天然染料についての研究

を進めてきた。

3. 天然染料の価値と は

では、 なぜ今、 天然染料に価笹があるのか、

そこに焦点を当てて論じてみたい。 それは、 作

り手(生産者)側から見た価値、 使い手(生活

者)側から見た価値の二つの視点から分析を試

みることができる。

3-1. 作り手(生産者)側から見た価値

「自然環境と共存した物づくりと伝統・文化の

継承j

作り手(生産者)領IJから見た価値は、 自然界

にある花や革、 木々を利用して先人が生み出し

た天然染料であり、 環境への負荷が少なく自然

環境と共存した物づくりが可能である。 そこに

は、 植物を色素にする技術をはじめ、 天然染料

でよくみられる、 しぼり染めや型染など職人が

脈々と受け継し、できた技術や知恵を継承して

いくという価値がある。

み2. 使い手(生活者)側から見た価値

「ロハススタイルの浸透J

一方、 使い手(生活者)側から見た価値とし

ては、 ロハススタイルの浸透があげられる。 ロ

ハスは、Lifestyle of Health and Sustainabilityの略

で、 健康と環境に配癒したライフスタイル、 人

間と自然が共存するための持続可能な社会を

創造するモノや考え方・行動を指し、 このよう

な生活者が増えてきている。

それに伴って、 ロハススタイルの生活者を対

象として新しい書籍も出版されている。 アメリ

カのポートランドで創刊されたIK別FORKJと

いうライフスタイノレマガジンがそれで、ある。 今

では日本の需要が多いことから日本語版が発

閉9・

売され、 パックナンバーはフ。レミアが付くほど

人気を博している。 このことからも、 ロハスス

タイルへの関心の深さ を窺い知ることができ

る。

3-3. 消費スタイノレの変化

「ものありき消費円から“ものがたり"消費へj

そして、 天然染料の価値を支えるであろうも

うひとつの補足的な視点がある。 それは、 消費

スタイルの変化である。

モノが良ければ売れる時代があったが、 今は

そノ自体のストーリ一、 例えば、 だれが、 どの

ような思想で製作しているのか、 としづ商品背

景までも考慮に入れてモノを買うという人が

増えている。 さらに質う動機として、 自分のラ

イフスタイルに合っているかということも非

常に重要なポイントの一つになっている。 つま

り、“モノ自体の持つストーリーや背景を消費す

る、 自分のライフスタイルの文脈zコンテクス

トの中で消費する "といえる。

ここまでをまとめてみると、 天然染料はロハ

スのライフスタイル 、 つまり自然志向の生活

者の信条にマッチしているといえる。 さらに、

天然染料の生産ストーリー、 高品背景を語るこ

とによって、 使い手である生活者に対して天然

染料の価値をアピールすることができるとい

う可能性がある。 以上のことから、 使い手で

ある生活者からの視点、においても、 天然染料は

価値のあるものだということが導かれる。

4. 天然染料でプリントした実物作品説明

では、 其体的に天然染料を用いた実物制作の

展開をしてし、く。 まず、 今回は天然染料の新し

い価値観を探るということで、 従来の技法で生

み出される柄や色彩のイメージを払拭するこ

とに焦点をしぼった。 そこで、 これまで研究を



続けてきた手捺染・シルクスクリーンプリント

の技法と天然染料を組み合わせることで、 全体

の構図に占める柄のデザインを強調し、 天然染

料の持つ可能性の幅を広げようと考え実物制

作に臨んだ。

4・1. 作業工程

手捺染・シルクスクリーンプリントの作業工

程としては、 イメージをもとに図案を製作し、

絵型をおこし、 製版、 生地にプリントをしてい

く。

天然染料は、 鉄や銅などからできる媒染剤と

呼ばれる液体で色素を固着させる。 この媒染剤

には、 色素を抜く効果と黒化させる効果があり

それをデザインに応用した。

生地表面の上から順番に染料を重ねていく

(図1 )。 今回媒染剤は変化が明快にでるよう、

色素を抜く効果がある錫と黒くさせる鉄の2

種類に絞り使用した。 それぞれの染料に媒染剤

を加えることで変化した生地に、 さらに違う色

素が重なることで新たな発色をするため、 それ

によって構成する色数が増え、 柄が複雑に見え

るという面白い効果を生んだ(図2)。 今回は、

これを応用して 5種類の生地バリエーションを
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図2 :完成生地

4・2. 実物作品説明

実際に天然染料を用いたシルクスクリーン

プリント技法を用い具体的にデザイン 提案 し

てゆく。 今回は衣服デザインの面からアプロー

チ・考察を行う。

レディースの作品は、 色・柄を生かすため、

フレアの多いシンプルなデザインに仕上げ、 天

然染料の中でも色彩の美しいインド茜をメイ

ンカラーに使用した。 メンズの作品は、 ハーフ

パンツと蝶ネクタイにテキスタイルを使用し、

合わせたコートとシャツのベストは※刷毛染技

法で仕上げた (図3 )。 この作品を通して、 従

来の天然染料のイメージを、 モダンな印象に変

えることが出来たと考える。 また、 イメージを

ヴィジュアルでいかに美しく見せていくかも

非常に大切だと感じた。

図3 実物作品
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5. 天然染料でデザインした実物製作における考

察

続いて、 実物製作をする中で見えたデメリット

を考察する。 天然染料のデメリットと考えられる

項目として、

-色彩が地味である

-伝統的・古いイメージがある

.デザイン性が乏しい

・表現技法に眼りがある

ということが挙げられる。

しかし、 今回は実物製作をするにあたり、 意識

的に柄をモダンに、 幾何学的にし、 発色性にこだ

わり、少し強し、色調に仕上げることで 天然染料の

デメリットと捉えられていた従来のイメージを払

拭することができたのではないかと考える。

また、 色落ち、 色ムラというデメリットは

化学染料では不良品とみなされますが、 天然染料

の場合、 色落ちは使い込むことで味が出る、

色ムラ=同じ色柄でも差別化になる オリジナノレ

を探す楽しみ 、オンリーワンの価値があるという

ように、 唯一無二、 他とは代え難し、価値観を見い

だすことができる。 つまり、 天然染料のデメリッ

トはメリットになるということがし1える。

6. ロハススタイノレの生活者に向けた天然染料商

品の可能性

最後にロハススタイルの生活者に向けた天然

染料商品の可能性として、 今人気のメーカーを例

に話を進める。

6-1. 人気のメーカー中)11政七商庖

この項では、 研究テーマで、あるf古き良きもの

を残 そう」という思想をコンセプトに商品を作り

続けるあるメーカーを紹介しよう。

中川政七臨!古は奈良で享保元年(1716)に奈良

晒の商いをきっかけに創業され、 創業以来手績み

手織りの麻織物をメインとして扱っている。 工芸

をベースにしたSPA業態を確立し、 そのノウハウ

をベースに日本の工芸を元気にする取り組みをし

ている。 ブランドマネジメントカを強化した生活

雑貨を主体とし、 全国に直 営屈を展開している。

ではなぜ中川政七商庖が売れているのか。 それ

は、 マーケティングではなくプランデイングを徹

底しているからだと考える。 中川政七商j苫が有す

るブランドの中でも、 メインである麻を扱うブラ

ンドをはじめ、 各ブランドの高品ストーリーが非

常に明確で、人気のある商品を発信し続けている。

そして、特徴ともいえる麻についてであるが、 機

械織機が発明されても、 人間の手でしか作れない

温かみや味を出すために、 現在でも手績み手織り

の琳織物にこだ、わっている。 そして、 その生地を

生かしたオリジナルデザインの商品がたくさん生

み出されている。

6-2. 人気のメーカー ・プランド

例えばモッタというブランドは， その麻を使

用して、 使い易さと可愛さを兼ね備えた様々な生

地感のハンカチを発信している。 このハンカチは

セレクトショップなどで非常によく見かける。

柄と色の発色が明快で、 あきのこないシンブツレな

デザイン。 そして、 麻のデメリットであるしわ感

をメリットに変えハンカチとして売り出している。

この柄と色の発色が明快という点は天然染料

で応用したい重要なポイントであり、 私の研究テ

ーマと合い通ずる部分でもある。

6-3. ブランド構想

今回研究した内容で、 ブランド化を考えた場合

に、 デザインの視点、 商品化の視点、を、 どのよう

にプランディングしていくかを考えてみた。 デザ

インの視点としては、 天然染料の色彩や柄のデザ

インを強みとし、 女性がほしい、 かわいいと思う
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要素・デザインを重視。 商品化、 アイテムの視点、

として、 衣服はもちろんであるが、 それ以外のラ

イフスタイルにおいて身近に必要なアイテムを展

開していきたいと考える。 そして、 この二つの視

点を踏まえて、 実際にサンプル製作を行った。

口 デザインの視点

天然染料を生かしたデザインの面

色彩の美しさ、 色の良さ、 柄のモダンさ、 若々

しさ、 大胆な柄のデザイン

女性が買うための要素

かわいい 、 きれい 、 肌ざわりの良さ

配色の組み合わせを変えて4種類のバリエーショ

ンに仕上げ、 肌ざわりの良いシルクを使用し、 柄

のモダンさ、 若々しさ、 女性が手に取りたくなる

ようなデザインをした。

口 商品化の視点

空監

シャツ 、 スカート 、 ワンピース 、 ボタン

ファブPリック

7. まとめ ・今後の展開

以上を踏まえて、 天然染料の従来のイメージ

をモダンな印象に変える、 つまり日本古来の良

きモノを新しい カタ チや価値観に変 えていく

ことは、 まだまだ研究の余地と可能性があると

感じた。 今後もオリジナルのテキスタイルをデ

ザインし、 ブランド化を目指して研究を継続し

ていきたいと考える。 日本古来の良きモノを新

しいカタチ・価値観に変えて残してゆき、

伝統に新たな息吹を注ぐような研究を続けて

し、きたい。
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スタイルにおいて身近に必要なアイテムとして、
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図4:アイテム製作作品
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